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千年の森便り №３２ 
 

2006.06.07 
ちば千年の森をつくる会 

http://www7a.biglobe.ne.jp/~toyofusajima/index.html
E-mail:tgysk665@ybb.ne.jp TEL:043-432-1450 

けいじばん 
○次回活動日のご案内；６月１８日（日曜日）９時４０分森林館駐車場集合、主な活動プログラム・広葉樹林整備

研修―レクチャー及び実習（相対照度測定）・各班活動・活動予定を終了した班はシカ班の痕跡調査応援。次頁記載

の通り、シカが島に侵入しているため、出来るだけ多くの目で痕跡調査が必要です。ご協力お願いします。雨具を

持参下さい。 
かつどうのきろく 

５月３１日（水）快晴 臨時活動日 参加会員 ４名 吉原先生 
○植物調査；４月５月の活動日の天候が悪く、十分な活動ができなかった点を補うべく、５月３１日植物調査を実

施した。幸い久しぶりの好天にも恵まれ、吉原先生の指導のもと一日をかけ島内をくまなく調査した。 
その結果、ツヤナシイノデ、サカキカズラなど９種を新たに確認し、２００２年調査種のうち未確認だったクサア

ジアイ、オサシダの２種を確認できた。 
初夏の花が咲き始めており、ヤマツツジの鮮やかな赤とガマズミの白が好対照を見せ、ノイバラ、ネジキ、アブラ

ギリ、フタリシズカなどが観察できた。林内にはあちこちにイチヤクソウが目立ったが、つぼみは膨らんでいるも

のの開花まで今一息だったのが残念であった。 
 

 
  コナスビ06/05/31高塚 
 

ガマズミ06/05/31高塚 ヤマツツジ06/05/31高塚 

植物調査結果） 

調査エリヤ 観察した植物 特記事項 

広場付近 コナスビ（花）、ニガナ（花）、ヤブレガサ（花）、ノイバラ（花）、ノアザミ

（花）、ガマズミ（花）、エゴノキ（花）、ウグイスカグラ(実) 

 

巨木林景観

管理林 

ツルアリドウシ（花・実）、キヨスミギボウシ、リンボク、サジガンクビソウ、

チヂミザサ、フタリシズカ（花）、オニシバリ（実）、ネジキ（花）、ツルリン

ドウ、ミヤマウズラ、コマユミ、イチヤクソウ(つぼみ） 

 

ほこら山北

斜面 

イヌエンジュ、ミヤマナルコユリ（花）、オサシダ（シダ類）、オオバギボウシ、

アカシデ、オモト、クサアジサイ、ツヤナシイノデ、 

 

スダジイ林

斜面 

サカキカズラ、ヒメウツギ、マルバウツギ、ミツデウラボシ（シダ類）、ホソバ

カナワラビ（シダ類）、アブラギリ（花）、ホオノキ（花）、ウラシマソウ、サ

ルナシ、 

 

ホテイ岬 ヤマツツジ(花)  

２００２年調査発見種で未確認だったもの；２種 

 クサアジサイ、オサシダ  

０６年５月３１日調査で新たに確認されたもの；９種 

 コナスビ、ニガナ、ノアザミ、オモト、ツヤナシイノデ、サカキカズラ、ミツデウラボシ、ホソバカナワラビ、

ウラシマソウ、 

 

注）今までに話題となっていたがわずかしか確認されていないもので、サルナシの太いもの数本がスダジイ林斜

面の入り江付近で確認。ホテイ岬への降り口の道の左斜面ではホウライカズラの太いつるを確認。ただし上部は道

をふさいでいたか他の木の害を防ぐためか、ばっさり切り取られぶら下がっていました。 
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○ホテイチクタケノコの食害 犯人は？ 
３１日の臨時活動日に、ホテイチク繁殖区域を千年の森管理区域及び工業用水管理区域を含め観察したところ 

ホテイチクのタケノコは、今が盛りのようでかなりの本数がでていました。しかし少なくともその７割は何らかの

食害を受けていました。そのタイプは、 

 
①かなり食害が早く、まだでた

ばかりの先端部分に食害を受

け、30～40㌢まで成長したもの

（とは言っても先端がないので

これ以上の成長は望めない）伊

藤写真RIMG0029（頂上部を食害

されその後生育したもの） 

②食害は最近で、かつ先端部分をかな

り欠いているもの（伊藤写真RIMG0025

（食害されたもの）） 

③食害は最近で、先端部分でなく途中

で、しかもかなり箒状に砕けているも

の（伊藤写真RIMG0026（折られた、又

は折れたものがあちこちに）ありまし

た 

①がもっとも多く、②が次いで多く、③はあちこち程度、さらに１本のみ食害を受けた後なのか、食害途中なのか

わかりませんが、先端部分がなくかつ途中からおれたまま放置されたものがありました。なお、スダジイ林の斜面

で、シカの糞を確認しました。かなり新しく、排泄後それほど日がたっていないようでしたので、とにかくシカが

島内に入り込んでいることは確実です。 

 

 

 

トビの営巣観察記 

 ０６年６月５日記 野鳥班 高橋忠友

４月１日卵確認、４月２９日ヒナ確認。一週間ごとに、毎回数時間の観察も今日、６月５日で１５回目。

今年も２羽のヒナがつがいの親鳥と千年の森の皆様に見守られ、 

昨年と同じモミの木で、元気にたくましく成長しました。 

今日も翼を大きく広げ、はばたきの練習中です。ここ数日中には巣立つでしょう。 

今年も野鳥と共に、「いい時間」を戴きました。ありがとう。 

  
 


